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(Durstewitz, Koppe and Meyer-Lindenberg, 2019)．しかし，深層学習を使った精神疾患脳画像
研究には，（1）データが超高次元のため取り扱いが容易でない，（2）精神疾患の遺伝的・臨
床的異質性のために一貫した知見が得られにくい(Feczko et al., 2019)という困難がある．例
えば，磁気共鳴画像（Magnetic Resonance Imaging: MRI）のオリジナルのデータは数百万次
元という超高次元であり，ほとんどの脳画像研究では，特徴量抽出法を使用することで扱う
データ量を減らす工夫がなされている．最も一般的な特徴量抽出法の 1 つは関心領域
（Region of interest: ROI）法である．ROI は，これまでの神経科学の知見に基づいて設定さ
れ(Collins et al., 1994; Tzourio-Mazoyer et al., 2002)，数十から数百次元の特徴量として抽出さ
れる．しかし，これらの研究は，元の MRI 画像に含まれる 3 次元空間情報を無視してしま
っており，重要な情報を欠落させている懸念がある．異質性は，現在の精神医学研究が直面
している主な課題の 1 つである(Feczko et al., 2019)．現在の診断基準は，遺伝的・臨床的な
異質性により，予後予測について妥当性を欠いていることが指摘されている．例えば，統合
失調症，双極性障害，うつ病において共通の遺伝子変異が多数報告され，疾患内での遺伝的
相関が低い可能性もある(Lee et al., 2014)．また，同じ統合失調症と診断された患者でも，症





MRI データを利用すること，（2）3 次元畳み込みオートエンコーダー（Three dimensional-





 京都大学で収集した脳構造 MRI 画像（統合失調症患者 82人，健常者 90人）を使用して






ャンネル数の 2 つのハイパーパラメーターを探索した．具体的には，2 つの畳み込み層と 1
つのプーリング層を 1ブロックとし，ブロック数は 1，2，3，4 に設定した．チャンネル数





 図 1 は，代表例として 16 チャネル，3ブロックの 3D-CAE の学習曲線を示した．3D-CAE
が過学習することなく学習でき，再構成誤差が小さくなっていることがわかる．また，
COBRE データセットでも同様の傾向を示した．このことから，提案した 3D-CAE は，スキ
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